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イ）降 雨 時

降雨 時 に お け る調 査 時 期 と降水 量 の 関係 は図 －6 ．5 ．1．2（4 ）に、 水 質測 定 結果 は

表－6 ．5．1．2（4 ）及 び 図 －6．5．1．2（5）に示 す とお りで あ る。

降雨 時調 査 は調査 前 日～ 当 日に か けて、 それぞれ 4 6 ～ 2 56 ．5皿皿の降雨 が あ っ た時期

に実施 して お り、 その よ うな時期 にお ける海 域 での S  S は 日 降 水 量 1 0 0 m m 程 度 以 上 の

場合 、 高濃 度 の濁 りが轟 川河 口の S t．5 を 中心 に して、徐 々 に沈降・ 拡散 しなが ら主 に

北側 の S t．4、 S t．3に広が る傾 向 がみ られ た。

この よ うに 降 雨 時 の濁 りの 拡 散 パ タ ー ンの 多 くは 、轟 川 河 口北 側 の リー フ 内 の 調 査

地点 で上 げ潮 時 、 下げ潮 時 ともに北 か ら北 西向 きの流 れ がみ られ る傾 向 と一致 してい

た。 た だ し、平成 13年 9 月 14 日調 査 や平成 14年 1 0月 19 日調査 には、上 げ潮 時 で も轟 川

河口南側 の S t．6で 濁 りが確 認 され たが、比較 的強 い北寄 りの風が吹 いてい る こ とが、

一つ の 要 因 と して 考 え られ た 。
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注．降水土 ：石巷島地方気象台における降水主我湘結果

図－6．5．1．2（4 ） 調査時期 と降水量の関係 （降雨時）
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